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論文の内容の要旨

　エマルションは少なくとも二つの混合しにくい液体から成っている液一液分散系である。代表的なエマルショ

ンは水・油の二相系である。エマルションの乳化型には，油中水滴型（W／0）と水中油滴型（0／W）がある。そ

の他に○ノW型の油中に水が分散したW／0／W型やW／0型の水申に油が分散した0／W／0型などの複合エマルション

も知られている。水・油系のエマルションは，有効成分のキャリアシステムとして，食晶，医薬品および化粧晶

など幅広い産業で利用されている。しかしながら，多くの機能性成分あるいは薬晶は水や油での溶解度が低いた

め，通常の水・油系のエマルションに取り込むことが困難であり，機能’性エマルションまたは薬物伝達システム

としての利用は限られている。こうした状況で，新しいキャリアシステムの開発が求められている。バイオディー

ゼルとして利用されてきた非水系エマルションのひとつである植物油・アルコールは，水や油に難溶性や不溶性

の薬物や機能性成分を包括することが可能になり，このような成分の伝達システムとしての利用が期待できる。し

かしながら，関連した研究はほとんど行われていない。

　本研究は，植物油・アルコール系の安定なエマルションシステムを新規に開発することを目的とした。最適乳

化剤の選定として，さまざまな食晶用乳化剤を用いて，植物油・エタノールエマルションを作成し，その安定性

を調べた。その結果，油中エタノール滴型（E／0）エマルションの作成に最適な乳化剤はデカグリセリンオレイ酸

モノエステル（M0750）であることを明らかにした。エタノールの重量分率がα1以下になると長期的安定なE／0

エマルションが得られた。ヒマワリ油のほかに，大豆油およびオリーブ油でも，安定なE／0エマルションの作成

が可能であった。

　また，M0750濃度の影響を検討したところ，α1，O．5，および1％M0750で作成したE／0エマルションの特性に

ついて，ほとんど違いがないことが確認できた。しかし，M0750濃度が5wt％になると，調製したE／0エマルショ

ンの安定性が著しく低くなった。また，M0750濃度の増加に対して系の粘度は少ししか増加しなかったことから，

M0750が系の粘度を増加することにより，エマルションを安定化させるではなく，保護的な界面膜を形成するこ

とにより，安定化させることが考えられる。

　さらに，M0750が水，エタノールおよび油の表面張力に対する低化能を検討した。その結果，水中でM0750は

典型的な表面挙動を示し，表面張力を低下させた。一方，油とエタノールの中では，表面張力を低下せず，水中
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とは異なる挙動を示した。M0750は植物油・エタノール界面の界面張力に対する低化能は小さいものの，E／○エ

マルションに対する安定化作用は大きいことが見出された。M0750の分散挙動については，小角X線散乱法を適

用した。その結果，M0750がエタノール申で完全に溶解し，約7Aの小さな分散体として存在していること，一

方，親水性のM0750は油中で集合しやすく，約90Aの大きな集合体を形成していることを明らかにした。また，

エマルションの安定化機構を検討し，E／Oエマルションは，異なる安定化機構により長期聞安定性を保つことを

明らかにした。その新たな安定化機構について考案した。

　本システムを用いることで，水や油に難溶性や不溶性な機能性成分あるいは薬晶などをエマルションに包括す

ることが可能になり，これらの成分の長期間安定な保持などの新規用途への展開が期待できる。

審査の結果の要旨

　本研究は植物油・アルコール系の安定なエマルションシステムの構築を目的としたものである。植物油・アル

コール系のエマルションの作成および安定性に及ぼす乳化剤の影響を調べ，油申エタノール滴型エマルションの

特性を検討した。植物油・アルコール系において，乳化剤の働きは従来の水一油系の働きとは違うことを明らか

にしたことに加えて，乳化剤の役割を解明した。さらに，乳化剤の溶媒での分散挙動を解析し，新しい安定化機

構の仮説を提案した。これらの知見はエタノールを含有するエマルション作成における界面活性剤の選定，また，

乳化剤の分子集合体により安定化される系の安定性機構の解明に特に重要である。

　以上，油申エタノール滴型エマルションの作成およびその特性の解明を行ったことは，今後の食品，医薬晶，化

粧晶産業におけるエマルションの利用に対して大きな貢献が期待される。提案した新たなエマルションの安定化

理論に大きく寄与した。

　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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